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物と物を接合する際、その界面には必ずと言っていいほど
物質の流動がともないます。例えばアーク溶接では、溶融
した金属が存在しこの流体は電磁場によって大きな影響を
受けます。FSW においても融点未満の材料が塑性流動を
しながら接合界面が形成されます。接着でも界面には樹脂
等で構成された接着剤が介在しています。このような接合
界面における流動現象を理解するためには温度や電磁場の
影響を考慮に入れた数値計算が非常に有用です。そこで当
研究室では粒子法をベースとした熱電磁流体解析に取り組
み、様々な接合現象のメカニズム解明を目指しています。

溶接、射出成型、鋳造

粒子法による熱・電磁流体現象の
マルチフィジックス解析
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種々の機械構造に対する最適設計を目指したマルチ
マテリアル化が進行する中、接合技術の高度化は重
要な課題の 1 つです。適用が拡大する接合法とし
て接着接合が挙げられますが、接着部の機械的特性
を非破壊的かつ高感度に評価可能な手法の確立が求
められています。種々の超音波モードを接着部に入
射すると多重反射波の干渉により特定の周波数で波
の強め合い / 弱め合いが生じることに着目し、金
属や複合材料の接着接合部に対する接着層 / 界面
特性評価への応用に向けた研究を進めています。

製品検査、構造メンテナンス、デバイス開発

超音波スペクトル解析による
接合継手の非破壊特性評価
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